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期末考査・卒業考査が終わりました。テスト勉強
・対策は十分に行うことができたでしょうか。

「後悔は いつも後から思うもの」
「ああしておけばよかった」いう後悔や反省は，

不思議なものでいつも終わった後にやってくるもの
です。テストが終わったばかりの今の皆さんであれ
ば，次に向けての課題がはっきりと見えているはず。
同じ失敗を繰り返さないために，今日この日から気
持ちを切り替えて取り組んでいきましょう。
そんな皆さんへ，先輩方からのアドバイスです。

[ベネッセ・ハイスクールオンライン資料より]

◆お悩み①
勉強しているはずなのに，成績が下がり，どうしたら
いいのか…
最近，成績が急激に下がって
しまいました。勉強はしている
のですが，テスト本番になる
とテスト勉強で解いたはずの
問題も，解けなくなってしまい
ます。何かいい勉強法はあり
ませんか？

◆先輩の回答①
まずは原因を特定して，焦らず学習を続けよう
テスト本番になると分からなくなってしまう

理由は，３つ考えられます。
(1) 実は基礎が理解できていない
なんとなく問題を解くだけで終わらせずに，一問一問

の解法について掘り下げて考えるクセをつけましょう。

・なぜこの公式を使うのか？

・どういう経緯でその出来事が起こったのか？

・関連する単語や文法はしっかり覚えているか？

等，解答だけでなく解説を深く読み込んでおくと，単

なる暗記ではなくしっかりと「理解」することができ

るので，本番でも慌てることなく対応できるようにな

ります。

(2) 演習不足
基礎ができていても，テスト時間内に正確に解くこと

ができない場合は，演習不足が原因です。

演習を重ねれば，テストのように急いで問題を解く場

合にも，正確に素早く解くことができるようになります。

とにかく挽回したい！
成績アップに必要なコト

テストの復習をしたときに，ゆっくり考えれば解けて

いた問題がある場合は，演習量を増やしてみてください。

(3) そういうときもある
たまたま勉強していない分野が出題された場合など，

努力しても点数には現れないこともあります。しかし，

見えないところで力はついているので，授業や小テス

トを大切にしつつ，勉強を積み重ねていきましょう。

◆先輩の回答②
「分かっているつもり」を回避しよう
テストで力が発揮できないのは，「分かって

いるつもり」になってしまっているからではない
でしょうか？
「分かっているつもり」を，回避する方法を紹

介します。

(1) 予習の時点で，分からない場所をはっきり
させておく
・ヒントを絶対に見ず，自分で考える

・分からないところは何がわからないのか該当箇所に

メモをする

など，重点的に先生の解説を聞けるように準備をして

おきましょう。

(2) こまめに演習形式で復習
テスト慣れするためには演習形式で場数を踏むのが一

番です。「なぜこの場面でこの公式を使うのか？」など，

理解していることを確認しながら演習を重ねましょう。

(3) 友達と教え合いっこをして理解度チェック
友達同士で宿題の答え合わせをして，答えの根拠を説

明し合うなどすると，理解が深まりますよ。

成績が落ちて不安だと思いますが，挽回は絶対にでき

るので，がんばっていきましょう！

◆お悩み②
忙しいあの子は成績上位。私の時間の使い方が悪
い？
私が所属する部活はあまり忙
しくありません。その分，勉強時
間をたくさん確保できるのです
が，なかなか成績が上がりま
せん。なのに，部活が忙しい友
達はどんどん成績が伸びて，
テストで学年１位になりました。
私の時間の使い方に問題があるのでしょうか。

[裏面に続きます]



◆先輩の回答
勉強は量より質。集中＆効率を重視しよう
忙しい人は，忙しい分集中して効果的に勉強を

しています。なんとなく勉強机に向かっているだ
けで，勉強した気になっていたり，時間があるか
らといって漫然と時間を使ってはいませんか？勉
強内容や時間の使い方を見直してみましょう。

(1) 勉強内容の見える化
今日やるべき分野や到達目標を具体的にリストアップ

し，「勉強内容の見える化」「達成目標の具体化」をす

ると，その日の進捗状況や達成項目が見えてくるので，

自然と勉強の質が高められると思います。

(2) 時間の使い方
テストや模試は時間が区切られているので集中できま

すよね。例えば英語の長文問題を30分で解くなど，時間

を計って勉強すると，スキマ時間の勉強と似たような集

中効果が得られると思います。

1年生・・・コース選択の最終チェック

● コース選択の４つのポイントを確認しよう。
① 「自分のやりたいこと」を再確認。

苦手教科をあまり意識しすぎないこと。
目標を持つことが大切。興味のある学問や職業につ

いて再度確認を。目標が見つかれば，苦手教科は克服で

きることが多い。

② 進路選択を機に，重点的に学習する教科を決め，
学習のペースを作ろう。
力を入れるべき点が明確になると，普段の学習のペ

ースもつかみやすくなる。得意教科を作るチャンスだ。

今のうちに波に乗ろう。

③ 入試や就職試験を見据えよう。
成績上昇にはその観点が不可欠。
受験はまだ先。そう思いがちだが，この機会に大学

の研究内容や就職先の仕事内容などについて調べること

で，新たな道が開けるかもしれない。

④ 進路選択を機に，弱点を克服しよう。
今は自分の学力状況についても詳しく知ることがで

きるチャンス。ここで明らかになった弱点は，今のうち

に克服しておこう。

この時期「だから」やって
おきたいコト (学年別)

２年生・・・志望校・就職先について考えよう

● 最終成績と，受験勉強をスタートした時期
スタート時期 受験上位者 受験下位者

２年夏休み前 12.4 5.0
２年夏休み 15.6 4.0
２年２学期 39.3 19.0
２年冬休み 20.5 22.6
２年３学期 6.9 15.4
３年生から 5.1 26.2

[ベネッセハイスクールオンライン調査より]

受験の成績上位者では約40％の生徒が「２年２学期」に

受験勉強をスタートしています。3年生からスタートした

人は5％しかいません。しかし，受験の成績下位者では65

％の生徒が「２年冬休み」以降に，ようやく受験勉強をス

タートさせたとのこと。まだ対策をスタートさせていない

という人は，「受験生」に気持ちを切り替えていきましょう。

● 情報収集・志望校群の絞り込み
憧れている学校や有名な学校・企業だけではなく，自分

が日頃興味や関心のある分野について学ぶことができる大

学・学部・学科，職業等の情報を広く集めてみましょう。

その中で，自分が将来やりたいことは何なのかをよく考え，

志望校を何校か絞り込んでみましょう。

３年生・・・定期テストや模試を受けた後は必ず復習しよう!
大学受験を考えている人は，この時期になる

と，模試を受ける回数も増えてきます。受験回
数が増えると，復習をせずに受けるだけになっ
てしまうことがあるのではないでしょうか。
模試を受けた後は解答解説やＷＥＢ解説をよ

く確認して，間違えた問題や解けなかった問題
を再度解き直し，必ず復習しましょう。
また，専門学校・就職を考えている人は，高

校で学習した内容が将来の基礎となっていきま
す。期末考査だけでなく，これまでの定期考査
で苦手としていた分野をしっかり復習する必要
があります。

 

試

験

当

日 

試

験

前 

試

験

後 

□理解できていなかった

部分を復習しているか。 

 

□解けなかった問題が解

けるように学習計画を

立て、実行しているか。 

□自己採点をしたか。 

□間違えた問題は、その原因を 

理解できたか。 

□間違えた問題や解けなかった 

問題をもう一度解き直してみ

たか。 

□目標に到達するために、どの

科目・分野を勉強したらよい

かがわかったか。 
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